2008年度「労働法」（水町）

第6回　労働法の法源1―「強行法規」「労働協約」（text59-65,85-91）
１　労働法の法源―労働法の基本的枠組み
　　○４つの法源
　　○労働契約法の位置づけ
２　強行法規
　　○労基法の特徴とその例外
　　　　・最低基準性と一律性・集団性

　　　　・例外としての労使協定・労使委員会決議
　　　　　　＃55

　　○労基法の実効性確保の手段
　　　・私法上の救済

　　　　・刑事罰

　　　　・行政監督

探究　日本の労働法は、欧米先進諸国と比べて内容的にはさほど遜色はないが、実際の職場でそれが十分に機能していない（守られていない）といわれている。政策的にどうすべきか？
３　労働協約

　　○様式（労組法14条）

　　○規範的効力（労組法16条）

　　○拡張適用（労組法17条）
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